
 

 

                       

【交通労働災害が大幅に増加しています！ 】         

業     種 
平成２９年 平成３０年 増    減 

休業 4日以上 死亡（内数） 休業 4日以上 死亡(内数)  人  ％ 

全 産 業 ６４ ４ ８７ ３ +２３ +３５．９ 

製 造 業 ６ １  ０ ０ -６ -１００．０ 

建 設 業  ６ ０ １９ ２ +１３ +２１６．７ 

運 輸 交 通 業 １０ ０ １４ １ +４ +４０．０ 

第 三 次 産 業 ４２ ３ ５４ ０ +１２  +２８．６ 

 新 聞 販 売 業 １１ ０ １７ ０  +６  +５４．５ 

通 信 業 １０ ０ １３ ０  +３  +３０．０ 

                                           平成３０年８月末現在、前年同時期対比 

【交通事故による死亡者数は全産業の約 3割を占めています！ 】

Ⅰ 交通死亡労働災害  

 

 

Ⅱ 交通死傷労働災害（休業4日以上） 

 

 

注：交通労働災害とは、交通事故による労働災害であり、通勤災害は除く。 
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交通死傷労働災害の推移 
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